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１．はじめに 

当機構は、「損害保険料率算出団体に関する法律」に基づき、「損害保険業の健全な発達を図るとともに、

保険契約者等の利益を保護すること」を目的とする団体です（同法第１条）。 

2021年10月、当機構は、「損害保険料率算出機構のミッション・ビジョン・バリュー」を策定し、当機構の役職

員一人ひとりが同じ意識の下で業務遂行・意思決定していくための旗印としました。 

また、当機構のミッション・ビジョンの実現に向けて、損害保険にかかるインフラ機能の強化を通じて持続可能

な社会の実現に貢献することを目指し、「第8次中期経営計画」を策定しました。2023年度は、その初年度であ

り、全ての役職員が一丸となって各課題の取組みを進めます。 

 

＜取組みの概要＞ 

○料率業務 

社会活動の安定・円滑化に資する参考純率・基準料率を提供し、損害保険市場の安定的・持続的発展に

寄与するとともに、保険契約者等の利益を保護するための取組みを実施します。 

具体的には、交通リスクの変化、自然災害の頻発・激甚化、気候変動、デジタル化の進展等の環境変化・

マーケット環境変化を踏まえた料率検証・算出手法の改善およびリスク実態に見合った料率水準と保険料負担

の公平性の向上に向けた取組みを進めます。また、参考純率水準および基準料率水準の検証を実施します。 

取組みにあたっては、料率業務部門の改編（料率業務企画部の新設等）により、将来的な中長期課題の推

進体制を明確化・強化するとともに、料率検証・算出業務にかかる専門性向上を図ります。 

 

 

 

＜損害保険料率算出機構のミッション・ビジョン・バリュー＞ 

ミッション 

私たちは、損害保険を通じ、社会を支えるインフラとして、人々の安心・安全な生活の実現

に貢献します。 

 

ビジョン 

私たちは、環境とニーズの変化に応じて常に改革と創造に挑戦し、社会の期待と信頼に応え

る唯一無二の存在であり続けます。 

  

バリュー 

 私たちは、専門性を高め、品質を向上させます。 

私たちは、公正・迅速・親切を実践します。 

私たちは、本質にこだわります。 

私たちは、人づくりを大切にします。 

私たちは、課題解決のため協働します。 

私たちは、常に新たな視点から見直します。 
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○損害調査業務 

損害保険会社等と協働し、迅速・的確な被害者保護を永続的に実施するための取組みを実施します。 

具体的には、医療費データを活用した医療費適正化に資する取組み、基本品質の確保・向上に向けた取組

みを行うとともに、機構内外でのペーパーレス化に対応した、業務フローの確立および組織体制の構築に向けた

取組みを進めます。また、自賠責保険（共済）および政府保障事業の個別事案に係る公正・迅速・親切な損害

調査を実施します。 

 

○データバンク業務 

安心・安全な社会構築に貢献するため、当機構の有するデータ等を用いた取組みを実施します。 

具体的には、損害保険に関連する情報発信を行うとともに、アジア諸国に対する料率算出等の技術協力・交

流を進めます。 

 

２．主な取組み 

当機構のミッション・ビジョンの実現に向けて、環境変化への対応を通じて社会に新たな付加価値を提供する

発展課題、業務品質の維持・向上への対応を通じて社会からの要請に応え続ける信頼課題等に取り組みます。 

 

（１）発展課題 

①料率業務 

ア．環境変化への対応 

（ア） 自動車保険 

・ 自動運転社会を見据えた「既存の料率制度・体系および補償上の対応方針の策定」および「料率

制度・体系における車両走行データの収集／活用案の策定」 

・ 電動車の普及およびモビリティの多様化への参考純率上の対応方針の策定 

 

（イ） 火災保険 

・ 経済価値ベースのソルベンシー規制を踏まえた風災と水災の相関を考慮したリスク評価モデルの構

築 

・ 気候変動の影響を考慮した風災・水災リスク評価結果に関する会員への情報提供 

・ リスク評価の高度化およびデータ共有化に向けた建物の詳細データの収集・活用にかかる検討 

 

（ウ） 地震保険 

・ 地震保険調査研究費による地震災害リスク評価の精度向上に向けた地震動、被害予測等に関す

る調査研究 

・ 耐震性能によるリスク較差等を踏まえた料率制度・体系案の検討 

 

②損害調査業務 

ア．医療費データの確保および情報提供の拡充 

・ 医療費適正化に資する新たなデータ活用およびデータ取得体制の整備 

・ 医療費データの利便性向上を目的とした会員提供資料の拡充 
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③共通 

ア．新たなニーズの調査による事業領域の拡大 

・ 新たなニーズの調査および選定に向けた業務モデル案の策定 

 

（２）信頼課題・定例業務等 

①料率業務 

ア．業務プロセス改革 

・ 料率業務プロセスのシンプル化、均質化に向けた対応方針の策定・ 料率算出業務で利用している

システム、ツールの評価の実施 

イ．マーケット環境変化への対応 

・ マーケット環境に対応する料率制度・体系の改善（リスク細分化等） 

ウ. 料率検証結果の報告等 

・ 自動車保険・火災保険・傷害保険の参考純率水準および自賠責保険・地震保険の基準料率水準

の検証の実施および金融庁長官への報告 

・ 参考純率・基準料率の算出が必要となった場合の金融庁長官への届出 

 

②損害調査業務 

ア．業務プロセス改革 

・ 損害調査システムへ誤認定等防止機能の追加、書類事故真因分析のための報告様式の改定 

・ ペーパーレス化に対応した機構内部における事務処理手順、損害調査手法の確立 

イ．業界のペーパーレス・オペレーションの実現に向けた業界共同システムへの参画 

・ 電子データ授受に関するシステム開発・改修、業界共同システムとの接続 

ウ. 持続可能な要員体制・組織体制の構築 

・ ペーパーレス・オペレーション下の要員の策定手法の確立 

エ. 個別事案に係る損害調査の実施 

・ 自賠責保険（共済）および政府保障事業の個別事案に関する損害調査の的確な実施 

・ 高度な判断を要する事案・異議申立事案等を審査する自賠責保険（共済）審査会における判断の

的確性および客観性の維持・向上 

 

③データバンク業務 

ア.アジア諸国の損保市場の安定的な成長に向けた技術協力・交流 

・ アジア諸国に対する研修等を通じた機構業務分野に係る技術協力 

・ アジア諸国の保険関連団体との交流・連携 

イ. 統計データ整備・統計作成 

・ 会員からの報告データ整備、料率検証・算出統計および会員等に提供するフィードバック統計の作

成 

ウ. 各種調査・研究および会員への成果提供およびその他の会員向けサービス 

・ 国内外の保険制度に関する調査・研究および成果の会員への提供 

・ 会員へのコンサルティングサービスの実施 
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④共通 

・ 人財の確保・育成、専門性・生産性の向上に向けた組織カルチャーの変革 

 

３．内部規律態勢 

当機構のミッション・ビジョンの実現に向けて、業務遂行においてコンプライアンスを徹底するとともに、業務運

営の安定性・健全性を阻害するリスクを適切に管理するため、内部規律態勢を整備・運営します。 

 

（１）コンプライアンスの推進 

①「コンプライアンス・プログラム」に基づく取組みの実施 

・ コンプライアンス研修の実施 

・ コンプライアンスに関連する情報の発信 

・ 個人データ等取扱状況の点検 

・ 外部委託先の点検・確認 

・ 内部通報制度の適切な活用と運営に資する啓発活動 

②個人情報取扱事業者としての個人データの適切な管理 

③内部通報制度の的確な運用を通じた不適正行為の早期発見および是正の実施 

④「お客さまの声」の内容分析を踏まえた業務の改善 

 

（２）リスク管理の実践 

①「リスク管理全体計画」に基づくPDCAサイクルによるリスク管理運営 

・ リスクアセスメントによるリスク認識 

・ 年間を通じたリスク対策の実施および支援 

・ リスク対策・リスク管理に係る実施状況の点検およびこれを踏まえた是正 

・ 計画遂行に係る総括および年度計画の策定 

②リスク発現の未然防止・低減、発現した場合の影響を最小化するための態勢整備 

③リスク発現時の適切な対応、再発防止策の実施および定着状況等にかかるフォローアップの実施 

 

（３）実効性のある内部監査の実施 

①「内部監査計画」に基づく内部監査の実施 

・ 中計・業計課題等の業務執行状況に対する監査 

・ コンプライアンス対応状況に対する監査 

・ リスク管理状況等に対する監査 

・ 組織文化（カルチャー）に対する監査 

②オフサイトモニタリングおよびリスクアセスメントに基づく関連情報の収集・分析、内部監

査等への反映 

③前回監査結果等に対する改善・取組み状況の確認 

④監査を通じた経営への保証・提言の実施 
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４．サステナビリティ情報 

当機構では、ミッションとして掲げる「損害保険を通じ、社会を支えるインフラとして、人々の安心・安全な生活

の実現に貢献」を実践してサステナビリティを実現します。第８次中期経営計画においては、重点項目として次

の事項を中心に取り組みます。 

取組みにあたっては、職員一人ひとりへの当機構のミッションの浸透・定着に向けて、各職場での経営層（役

員）との意見交換等を実施し、定期的に振り返りを行います。 

 

（１）気候変動等の自然災害リスク管理 

自然災害リスク管理に資する情報発信に向けて、最新の科学的知見を用いた自然災害リスクモデルの改善

を進めます。 

（２）迅速・的確な交通事故被害者保護 

迅速・的確な交通被害者保護への貢献に向けて、事業環境の変化に対応した損害調査態勢を構築します。 

（３）人づくりを大切にする働きがいのある職場 

「人づくりを大切にする」理念のもと、エンゲージメントサーベイ等を用いた実態把握に基づき、対話等による職

場改善活動を行うとともに、働きがいのある職場を作ります。 

 

 

５．組織 

当機構では、会員（損害保険会社）によって構成する会員総会の決議に基づき、業務を執行します。業務執

行体制および内部規律体制としては、常勤および非常勤の理事・監事で構成する理事会からの指示に基づき、

常勤理事会または内部規律委員会が各部署に指示し、結果を理事会に報告します。これらの取組みを監事

（会）および内部監査室が監査します。 

詳細は、別表１（組織図）および別表２（業務執行および内部規律体制）のとおり。 

 

以 上 
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損害保険料率算出機構 組織図（2023年４月１日現在） 

  

自 動 車 グ ル ー プ

自 賠 責 損 害
調 査 事 務 所

札 幌
料 率 企 画 グ ル ー プ

旭 川

料 率 業 務 企 画 部
業 務 改 革 グ ル ー プ 業 務 課

仙 台
デ ータ 戦 略 推 進 グ ル ー プ 審 査 第 一 課

北 日 本 本 部
福 島

料 率・ リ ス ク モ デ ル 品 質
グ ル ー プ

山 形
審 査 第 二 課

盛 岡
医 療 調 査 課

青 森

自 動 車 ・ 自 賠 責
保 険 部

秋 田

東 京 第 一
業 務 課

東 京 第 二
審 査 第 一 課

火 災 ・ 地 震 ・ 傷 害
保 険 部

個 人 火 災 グ ル ー プ 横 浜 第 二
医 療 調 査 課

企 業 火 災 グ ル ー プ 千 葉

約 款 業 務 グ ル ー プ
首 都 圏 本 部

東 京 第 三

地 震 グ ル ー プ 横 浜 第 一
審 査 第 二 課

料 率情 報 ・ デ ー タ バ ン ク
グ ル ー プ

会 員 総 会

傷 害 グ ル ー プ
さ い た ま

デ ー タ バ ン ク グ ル ー プ
業 務 課 水 戸

リ ス ク 業 務 部

風 水 災 リ ス ク モ デ ル
開 発 グ ル ー プ

審 査 第 一 課 宇 都 宮

関 越 本 部

医 療 調 査 課 長 野
シ ス テ ム 企 画 グ ル ー プ

甲 府
ＩＴインフラ業務グループ

地 震 リ ス ク モ デ ル
開 発 グ ル ー プ

前 橋

審 査 第 二 課 新 潟

情 報 シ ス テ ム 部
シ ス テ ム 開 発 グ ル ー プ 名 古 屋 第 一

  監   事  （ 会 ） 自 動車 ・ 自 賠 責 グ ル ー プ 名 古 屋 第 二
業 務 課

火 災 ・ 地 震 グ ル ー プ 岐 阜
審 査 第 一 課

傷 害 グ ル ー プ
中 部 本 部

四 日 市

理 事 会 静 岡
審 査 第 二 課

損 調 企 画 グ ル ー プ 金 沢
医 療 調 査 課

企 画 推 進 部

品 質 向 上 グ ル ー プ 富 山

自

賠

責

損

害

調

査

セ

ン

タ

ー

事 務 管 理 グ ル ー プ 福 井

常 勤
理 事 会

内 部 規 律
委 員 会

医 療 調 査 グ ル ー プ
大 阪 第 一

業 務 課 大 阪 第 二
一 般 審 査 グ ル ー プ

損 害 調 査 部

審 査 第 一 課 和 歌 山

認 定 審 査 グ ル ー プ
近 畿 本 部 奈 良

損 調 サ ポ ー ト グ ル ー プ
審 査 第 二 課 大 津

医 療 調 査 課 京 都

保 障 事 業 部

保 障 業 務 グ ル ー プ 神 戸

保 障 調 査 グ ル ー プ

広 島

松 江

岡 山

人 事 企 画 グ ル ー プ 業 務 課 山 口

会 計 ・ 管 財 グ ル ー プ

福 岡 第 一
総務・企画グループ

福 岡 第 二
広 報 グ ル ー プ

総 合 企 画 部

人 事 部 人 事 業 務 グ ル ー プ 審 査 第 一 課 鳥 取

中 四 国 本 部給 与 厚 生 グ ル ー プ

審 査 第 二 課 高 松
人 権 啓 発 推 進 事 務 局

医 療 調 査 課 徳 島

自 賠 責 グ ル ー プ

約 款 業 務 グ ル ー プ

内 部 監 査 室
医 療 調 査 課 宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

熊 本
国 際 業 務 支 援 室

審 査 第 二 課 大 分

業 務 課 佐 賀
法務・コンプライアンス
グ ル ー プ

審 査 第 一 課 長 崎
調 査 グ ル ー プ

九 州 本 部

高 知

経 理 部
経 理 グ ル ー プ

松 山

別表１ 
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損害保険料率算出機構 業務執行および内部規律体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2023年４月１日現在） 

別表２ 

理 事 会 監 事 (会) 

内部規律委員会
(※)

 

内部監査室 

監 

査 

法 

人 

本  部 

地区本部 

自賠責損害調査事務所 

報告 指示 

報告 指示 

監査 

監査 

報告 連携 

指示 

報告 

意見具申 

※ 内部規律（コンプライアンス、リスク管理および内部監査）の統括管理を行う。 

監査 

常勤理事会 

報告 指示 

報告 指示 


